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結腸を原発とする転移性膀胱腫瘍の1例

富山医科薬科大学泌尿器科学教室(主 任:片 山 喬教授)

太 田昌一郎,酒 本 護,風 間 泰 蔵

布 施 秀 樹,片 山 喬
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    TUMOR FROM COLON CARCINOMA
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   A 62-year-old female patient underwent an operation for a brain tumor. The pathological 
diagnosis of the resected specimen was metastatic adenocarcinoma with signet-ring cells. The 

primary lesion was found in the ascending colon. In addition,  a non-papillary and pedunculated 
tumor was found on  the rignt wall of  tne bladder on cystoscopy. Biopsy of the bladder tumor 
showed adenocarcinoma with signet-ring cells, which was the same as the histologies of the colon 
and the brain tumors. Under the diagnosis of metastatic bladder tumor, transurethral resection of 
the tumor was performed. This is the first case of metastatic bladder carcinoma from the colon 
reported in Japan. 

                                                (Acta Urol. Jpn. 39: 845-847, 1993) 
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緒 言

他臓器か らの膀胱 への癌侵襲は,隣 接臓器か らの連

続浸潤 がおもで遠隔転移は比較的少ない.今 回われわ

れは結腸を原発 とした転移性膀胱腫瘍 の1例 を経験 し

たので若 干の考察を加 えて報告す る.

症 例

症例:62歳,女 性

主訴:結 腸癌の尿路系への浸潤 の精査 目的

既往歴=特 記すべ きものな し

家族歴:姉 が 胃癌 で死亡

現病歴:1992年4月12日 感冒に罹患後回転性め まい

出現 しそ の後食 思不振,嘔 気出現 した.4月18日 歩行

障害が 出現 し4月21日 近医脳神経外科受診 した.そ こ

で小脳橋角部腫瘍 と診 断され5月llヨ 富山医科薬科 大

学付属病院脳 神経外科紹介入院 とな った.5月20日 同

腫瘍 の摘 出術を 施行 し病理学的検索 に て 転移性腫瘍

(低分化型腺癌)と 診断 され た.そ の後の原発巣検索

の結果 同院第二外科 にて上行結腸癌 と診断された.6

月18日 尿路系への浸潤 の精査 目的で当科外来初診 とな

った.

なお,血 尿,頻 尿 お よび 排尿困難等 は認 めなか っ

た.

当科初診時現症=身 長140.Ocm,体 重39.Okg,皮

虜 ・粘膜に異常を認 めず.胸 腹部理学的所見に異 常な

し.表 在 リソパ節は触知せず.腎 も触知 しなか った.

同検査成績:検 尿は糖陽性 ・細菌陽性を除 き異 常な

し.尿 細胞診classI.血 液一般 ・生化学 は 軽度 の貧

血を認 めた以外異常は認め られなかった,腫 瘍マ ーカ

ーはCEAo ・6ng/m1(正 常 値2.5ng/m1以 下)CA

l9-910U/ml(正 常値37U/ml以 下)で あった.x

線検査:胸 部X線 写真は異常 な し.KUB・IVPで

も異 常を認め なか った.CTで は膀胱右側壁に小腫瘤

形成 を認 め,小 骨盤部 リンパ節への転移 は認め られな

か った.膀 胱鏡検査:右 側壁に単発 ・小豆大 ・有茎 性

・表 面平滑 ・非乳頭状 ・赤色 の腫瘤を認 めた.な お,

周囲粘膜に発赤はなか った(Fig.D.経 腹的超音波検

査:右 側壁に有茎性の腫瘤 を認めた.ま た,筋 層への

浸潤 も認 め られ なか った(Fig.2).術 前病理組織診

断:6月29日 膀胱鏡下に腫瘤部分を生検 した.光 顕所

見にて低分化腺癌に印環細 胞を混ず る組織(Fig.3)
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Pathologicalspecimenofthebladdertumorandprimarylesion

showspoorlydiHferentiatedadenocarcinQmawithsignet-ringcell

で脳 の摘出標本お よび6月17日 施行の結腸腫瘍粘膜生

検 の標本 とも組織型 が一致 し転移巣 と診断 された.経

過:7月20日 原発巣結腸癌に対 して右半結腸切除術お

よび リソパ節郭 清術 を施行 した.肉 眼上肝転移は認め

られ なか った,大 動脈 ・上腸間膜動脈分岐部 まで リン

パ節郭 清を行 った.そ の大半 に転移が認め られ この手

術は非 治癒的 と判定 された.な お,原 発巣 の浸潤度は

漿膜 下層 までであ った.続 いて8月41・lTUR-Btを

施行 した,腫 瘍 の直径は 約3mmで 肉眼 上筋層への

浸潤 は認め られなか った,現 在術後1年 にて当科 およ

び当院外科 でテガフール1日600mg経 口投与 にて経

過観察 中であるが再発,転 移 を認めず健在である.

考 察

続発性膀胱腫瘍 は大き く分けて近接臓器 からの直接

浸潤 と遠隔臓器か らの転移 とに分け られる.頻 度はか

な り前者 の方 が多 く村山 ら1)に よ る と悪性腫瘍剖検

361例 中32例 に膀胱転移・浸潤 が見 られその うち近接臓

器か らの連続性浸潤 が81%を 占めて お り遠隔転移は19

%で あ った.欧 米ではPerez2)ら は,直 接 浸潤 を含ま

ない転移性膀胱腫瘍が 悪性腫瘍剖検例の2.1%と 報告

して い る,Goldstein3)は 文献的 に 転移性膀胱腫瘍

146例を集計 し原発巣 として悪性黒色腫55例,胃 癌34

例,乳 癌16例 が多 く結腸原発は2例 にす ぎなか ったと

報告 してい る.本 邦 ではわれわれの調べ うるか ぎ りの
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Table1.Summaryof44casesofmetastatic
bladdercancerintheliterature
tabulatedaccordingtoorganof
origininJapan

原 発 巣 例 数

胃 癌

腎 癌

乳 癌

悪性黒色腫

直 腸 癌

結 腸 癌

肺 癌

精 巣 腫 瘍

26

9

2

2

2

1(自 験 例)

1

1

847

癌か らの場 合は報告が本症 例のみ なので発生部位につ

いて まとめる ことは今は不 可能であ るが今後症例を重

ねての検討 に より何 らかの傾 向が明 らか になって くる

ことも考え られ る.

結 語

結腸を原発 とす る転移性膀胱腫瘍 の1例 を経験 した

ので報告 した.

本論文の要旨は第358回 日本泌尿器科学会北陸地方会にお

いて発表 した.

計 ⑭

転移性膀胱腫瘍44例(Tablel)4-1e)で は原発巣は 胃

癌,腎 癌が多 く結腸が原発 の も の は 見当た らなか っ

た.本 邦 例につ いて検討 してみると男女比は男子に多

く25:19で あった.発 生年 齢は50歳 代に最 も多 く13

例,つ いで70歳 代8例,60歳 代7例,40歳 代6例 であ っ

た.そ れ 以外の年齢にはあま り見 られなか った.初 発

症状は血尿,頻 尿,排 尿時痛がほ とんどで本例の よう

に偶 然発見 された例 はなか った,膀 胱へ の転移形 式 と

しては1)リ ソバ行性転移,2)血 行性転移,3)直 接播種,

4)管腔性転移の4つ が考え られるが本症例では1)の 可

能性が強 いもの と思われ る.通 常,膀 胱か らの リンハ

流は腰 リンパ本幹を通 り傍大動脈 リンパ節群に介 して

消化器系 リンパ管と交通 してお り,正 常状態では リン

パ管内の弁が リンパの逆流を防いでいるが,本 例 のよ

うに リンパ節への広汎な転移 や手術 で リンパ系が閉塞

されると,脈 管 の拡張に よ り弁 が障害 され逆 行性転移

が起 りうると考 えられ る.自 験例につ いては脳 転移巣,

結腸原発巣,膀 胱転移 巣のすべてを外科的に切除 しえ

たが腹腔内 リンパ節に広汎 な転移が発 見され残念なが

ら予後は不 良と考え られ た.転 移性膀胱腫瘍を原発臓

器別に見た場合には腎癌か らの転移性膀胱腫瘍は尿管

口周囲に発生す ることが多 くそれは管腔性に腫瘍細 胞

が膀胱内に播種 した と考え られ る6)ま た,胃 癌か ら

の場合は頂部に多 く発生す る とされて いる4・5).結腸
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